
◆
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
・

納
付
猶
予
制
度

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状

態
で
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
（
50
歳

未
満
）
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
事
務

所
や
役
場
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

令
和
元
年
度
の
免
除
な
ど
の
受
付
は
、

令
和
元
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、

令
和
元
年
７
月
分
か
ら
令
和
２
年
６
月

分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
を

お
こ
な
い
ま
す
。

ま
た
、
申
請
が
で
き
る
過
去
の
期
間

に
つ
い
て
は
、
申
請
書
を
提
出
し
た
日

か
ら
２
年
１
ヶ
月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も

の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未

納
期
間
が
あ
る
方
な
ど
は
、
年
金
事
務

所
や
役
場
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期

間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）
、
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金

（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
の
受

け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た

期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
後
か
ら

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
に

よ
り
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
追
納
に
関
す
る
注
意
事
項
】

①
追
納
が
で
き
る
の
は
、
追
納
が
承
認

さ
れ
た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除

等
期
間
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
追
納
は
、
原
則
古
い
期
間
か
ら
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
保
険
料
の
免
除
も
し
く
は
納
付
猶
予

を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を

追
納
す
る
場
合
に
は
、
承
認
を
受
け

た
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に

応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
令
和
元
年
度
中
に
追
納
し

て
い
た
だ
く
際
の
保
険
料
は
、
表
の

と
お
り
で
す
。

・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
納
付

す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

・「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
が
「
納

付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」
よ

り
先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合

は
、
ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
付
す
る

か
ご
自
身
で
選
択
で
き
ま
す
。

◆
年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際
は
、

ぜ
ひ
ご
予
約
を

日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事
務

所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金
請
求
手
続

き
に
つ
い
て
、
事
前
予
約
が
可
能
で
す
。

①
予
約
相
談
希
望
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら

前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

②
お
申
込
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
が

わ
か
る
年
金
手
帳
や
、
年
金
証
書
な

ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

予
約
方
法
は
、
全
国
共
通
の
予
約
専

用
受
付
電
話
「
０
５
７
０―

05―

４
８

９
０
」
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所

に
電
話
・
来
訪
時
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
戸
籍
年
金
医
療
グ
ル
ー
プ

電
話
34―

２
１
２
１
内
線
４
１
３

日
本
年
金
機
構

旭
川
年
金
事
務
所

電
話
０
１
６
６―

72―

５
０
０
２

全額免除
４分の３

免除
半額免除

４分の１

免除

平成 21 年度分 15,280 円 11,450 円 7,640 円 3,810 円

平成 22 年度分 15,540 円 11,650 円 7,770 円 3,880 円

平成 23 年度分 15,320 円 11,490 円 7,660 円 3,830 円

平成 24 年度分 15,170 円 11,380 円 7,590 円 3,790 円

平成 25 年度分 15,150 円 11,360 円 7,570 円 3,790 円

平成 26 年度分 15,300 円 11,470 円 7,640 円 3,820 円

平成 27 年度分 15,620 円 11,710 円 7,810 円 3,910 円

平成 28 年度分 16,280 円 12,200 円 8,140 円 4,060 円

平成 29 年度分 16,490 円 12,370 円 8,240 円 4,120 円

平成 30 年度分 16,340 円 12,250 円 8,170 円 4,080 円


